
昭和55年度（問　題）

1．定常人口の社会において，

①　工歳の人の平均死亡年齢を求めよ。

②　工歳と工十”歳の聞に死亡する人の平均死亡年齢を求めよ。

2．　2重脱退残存表で

　　　　　　　　1　　　　μミI】＝
　　　　　　1000一工

　　　　〃〕〒1

　　　　㍑n＝　　1000

　のとき，’二〇、4二I〕を求めよ。

a　ゴンパーツ・メーカムの法具一」！工・・尾s一身。■に従う生命表においてはλをある定数として

　　　月、出〃，十（μ，一λ）o二

なることを示せ。

　また。二の計算に使用されている利率 ’および定数月を求む。

4　保険料全期払の終身保険（保険金年末払）において付加保険料は平準鈍保険料の占倍とする。また，

　この付加保険料の現価は，各年度の危険保険料の2点’倍と蓄積保険料のμ倍の和の現価に等しい。この

　とき，

　　　　　　　（〃）、　σ。　　　　　、
　　　　μ（三十“，丁）く々〈2尾

となることを証明せよ。ただし，ク。〉ク、一（’日1．2．3…）とする。

5．（オ）、（ツ），（星）のいずれか1人が生存している限り，毎年1の年金額が支払われる。この場合．年金

額を次のとおり割り当てるものとすれば，（工）、（ツ）．（宮）3者それぞれの受取分の現価はどうなるか。

　また，3者の受取分の現価の合言十が口荻になることを示せ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1⑦　（工工（y）が共に生存している闘は、両者が万ずつ受取る。

◎（1）が最初に死亡した場合，（八（・）が共に生存している間は，緒カ・音ずつ受取る。

◎　　（y）が最初に死亡した場合，　（工）、（喜）が共に生存している闇は．（工）が全額を受取る。
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　　　　　　　　　　　　昭和55年度（解答例）

1．③　（ク）の！，人のうちで今後去年と’十〃年との間に死亡する人数は，～川μ川〃で

　　　あり，これらの死亡者の死亡年齢の総計は（π十’）’，。’μ，。’励に等しい。

　　　従って，（ク）の平均死亡年齢は

　　　　　÷∬（州ム州・小チ∫ス・州・叶∬ん舳・〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝κ斗2。

　②1イ〕（κ）の！，人について，ク歳とπ十n歳の間に死亡する人数は～、一’，。、であ

　　　　　る。

　　　同　（π）の！，人の死亡年齢の総計は，（κ）の平均死亡年齢がエ十e、なので，

　　　　ん（κ十e。）である。

　　　い　（π十n）の！、、。人の死亡年齢の総計も同と同様にん。，（万十n＋e。州）であ

　　　　　る。

　　　H　同，バより（π）の～，人のκ歳と∬十n歳の間の死亡年齢の総計は，

　　　　　　！。（什e。）一ノ。。。（κ十n＋e。。日）

　　　　　1〃。十τ，一（κ十n）’、。祀一τ、。。

　　　　　＝τ、一τ、”十〃。一（κ十n）ん”

　　　㈱　ω，Hより，求める平均死亡年齢は．

　　　　　　τ。一τ，。。十〃。一（万十〃）～、。。

　　　　　　　　　　　ん一ん。。

　　　　　　　　τ∫一L・。一〃、・。
　　　　　＝π十
　　　　　　　　　　ん一ム”

　　ω　　（D　　（2〕　　　1
2．　μ■；μi＋μi＝　　　　　　　十1
　　　　　　　　　1000一ヵ

19〕イ〕・ψ1一∬（、。。1．、舳1

　　　－1。。。、1州・用11．、一・

　　　＝（ユ000一κ）e一’

必’〕一∫；ん（㍑㍑
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一∫1（1…刊）・一・一1、。。。1、．才一励

一〔一パー止’］1

　　一■　　　一・■一1
＝e　　’e

・瓦一∫；・㌧加μ川・

μi呈■十3戸とおくと

瓦一∫；〆伽（〃β・州）〃

一ノ∫亨㌧〃・3〆∫；ん伽〃

一厄・（μパλ）∫仏）1ψ〃

　　　．フ［、＝・ノ腕、斗（μ，一ノ1）壱二

　　また上記変形中において〃’・リ。としたので

　　　　1　　　c　　　　　．’　1＋’
　　　　　、昌一一　より　一≡　　　一1
　　　1＋’　　1＋’　　　　　　　　c

　　つぎに3，＝・鮒〆よりμ、を求めると

　　　　　　a｛0gム
　　μ，＝　　　　　　　　昌一1og3一（1oge）　（1ogc）　c■
　　　　　　〃

　　なのでパ＝一1093なることがわかる。

4．平準純保険料を戸、・’年目の危険保険料を〃，

　　　戸！＝戸戸十Pデ

　また

　　　　　　　　曲　　　　　　　　D州
　　　尾P。あ＝Σ（2〆戸戸十々’冴）
　　　　　　　　’・o　　　　　　　　D。

　ω，②より

　　　　　田　　　　　　　　D用
冶戸カ，1Σ（2尾’P，一冶’芦デ）
　　　　　’1o　　　　　　　　D、

　　　　　　　　　　血　　　o州
　　　　三2尾’月払一Σ冶’月デ
　　　　　　　　　　同　　　　必

蓄積保険料をPデとすると

仙

・12〕
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　　　これより

　　　　尾戸、6■く2尾’P■61

　　　　この両辺を戸、6、で除せば証明すべき式の右側の不等式冶く2尾’を得る。…＿lA）

　　つぎにω，12〕より

　　　　　　　　　血　　　　　　　　D。。’
　　　　尾戸，6，＝Σ（后’ρ，十尾’戸戸）
　　　　　　　　　1・o　　　　　　　D。

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　D八’
　　　　　　　　昌〆ρ、6、十尾’Σψ州（1一川γ）
　　　　　　　　　　　　　　　1・o　　　　　　　　　o。

　　　　　　　　　　　　　　一　　　ん。’。1　0州
　　　　　　　　＝々’P，6，十房Σ岬，。’
　　　　　　　　　　　　　　川　　　　あ　　　D，

　　　　　　　　　　　　　　　1　　1o　伽・1　　　　　　　　皇后’（戸、σ、十一一Σ　　　M叶川）
　　　　　　　　　　　　　　　ん　　D，1－oカ，“

　　ここで加＞加。‘（サ＝ユ，2，…）より

　　　　　　　g工、’＞σ、となるから坦＞五

　　　　　　　　　　　　　　　　か・‘　庇

　　これより〃、6，。舳、ん・⊥・五（∫。）、）　　＿．．一．．イ3〕
　　　　　　　　　　　　　　　　6、　力，

　　制の両辺を戸，6，で除せば　ρ，6，＝λ、を使って

　　　　　　　　　　1　ψ　　　　后〉左’（1＋τr・一（ノ。）i）　　　　　　　　　　　　　　　　・・………・lB〕

　　　　　　　　　o。んル

　　を得る。これは証明すべき式の左側の不等式である。

　　囚，固より証明すべき式を得る。

　　　　　　　　　　　15　同の受取分の現価＝一σ。”十〇パ、
　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　1　　　　ユ　ωの受取分の現価＝一σ，、十一〇，I，、十σπ一，
　　　　　　　　　　　2　　　　2

　　　　　　　　　　　1
　1刻の受取分の現価＝一〇。1”十σ万I．
　　　　　　　　　　　2

　　3者の受取分の現価の合計

　　1　　　　　　　　1　　　エ　　　　　　　　　ユ
昌（アη十〇ll・）十（ア”十万・ル十蠣1）十（アル十・万』）

　　　　ユ　　　　　　　　1　　　　ユ　　　　1
1（・・I 怐E”）十（・1＋万・〃十万・バア川一・バ・〃十・…）

　　　　　1　　　　］
　十（σ・十万・バア・バσバ・ツ・十・・〃）

＝o1十〇フ十σ1一〇η一〇〃一〇〃十〇■〃

＝o…ア
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